
50 

 

３ 成果発表会（未咲輝‐SENTAN‐発表会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未咲輝-SENTAN-発表会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らないことだらけ、知りたいことだらけ、の私たち。 

「うみ」と「そら」と「かぜ」と。この場所でしか出会えない人に出会い、 

この場所でしか見ることのできない景色を見てきた私たち。 

時代の最先端で、環境に言い訳せず、私たちができることをやっていきます。 

 

日   時：      令和6 年２月15 日(木)  

会   場：      伊方町役場６階大会議室 

オンライン：      三崎高校 Facebook ページ（QR コード）   

主   催：      愛媛県立三崎高等学校 
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＜総合的な探究の時間＞ 

13：40～15：00 各種発表  

15：00〜15：10 閉会行事 

三崎高校「せんたんプロジェクト」 

ビジョン：

伊方町唯一の高校である三崎高校は、過疎化、少子

高齢化が進む地域において、地域活力の一端を担う

そうした状況へのアプローチとして、高校生による 

「地域における新たな主体形成（地域活動のプロジ

ェクト化）」が、課題改善の一つの方向性ではないか

と考え、高校生自らが地域に入り、地域と協働して

町づくりを行う「せんたんプロジェクト」を行って

そうした状況を踏まえ、総合的な探究の時間等を通

一方で、学校教育が目指す、学校と地域の連携・協

働の在り方と、地域側の持つ「個別の課題解決に必

要なマンパワーの間の擦り合わせ」には、より高度

化された「地域協働の一体的仕組み」が不可欠だと

今回は一年間の活動の成果を各研究班及び校外関

係者と共有することで、今後、より良い活動を行っ

ていくための、きっかけにすることをねらいとして

 スケジュール ２月 15日（木） 

＜プロジェクト活動＞ 

   12：30～12：40 開会行事 

12：40～13：30 各種発表 

   13：30～13：40 休憩 
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Ⅳ 評価・分析 
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１ ルーブリック 

年度当初の４月と年度末の２月に、全校生徒を対象にルーブリックによる探究活動の自己評

価を行った。年度当初は、ほとんどの生徒が全ての項目において、Ｃ評価が 50％以上、Ｂ評価

が 40％程度という評価であった。しかし、一年間の活動を通して、各項目においてＣ評価が大

幅に減少し、Ａ評価以上の評価がおおむね 40％を超えるなど、大幅な成長が見られるように

なった。また、各項目においてわずかではあるが熟達レベルであるＳ評価をつけている生徒も

おり、リーダーシップを発揮することのできる生徒の増加が見られた。１年生は、地域理解・

自己理解に多くの時間を当てているため、自分たちでプロジェクト学習を企画・実践する時間

が多くなかったこともあり、４月、２月ともにやや低めの評価をしている生徒が他の学年に比

べると多かった。２、３年生は、４月の時点でＡ評価を付ける生徒も見られるなど、これまで

の積み重ねによる成長が見られた。外部人材との協働や探究活動を通して、生徒の力が伸長し

たことはもちろん、成功体験の積み重ねが、生徒の自己肯定感を高めたことも影響しているの

ではないかと考えられる。 
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２ 目標と実施状況 

  本事業の研究開発開始時に三つの目標を設定した。 

一つ目として「生徒による３年間の地域探究活動を通して、地域を担う人材としての資質・能

力の向上度 100％」という目標を設定した。目標設定の考え方としては、本構想における地域の

課題発見、解決に向けた、主体的・協働的な取組により、地域を担う人材としての資質・能力を

身に付けることができたかを、成果物の作成や情報活用能力の向上等を通して評価するととも

に、学習内容の確実な定着を図ることとしている。年度当初と年度末に行った生徒のルーブリッ

ク評価等の結果から、生徒の資質・能力の向上を図ることができた。令和６年度は、新学科設置

の初年度ということもあるため、生徒の資質・能力の向上に加えて更なる情報発信に努め、本校

生の変容を広く周知していきたい。 

二つ目として「大学等進学者のうち、地域創生関係の大学・学部等への進学者数 50％」という

目標を設定した。目標設定の考え方としては、大学等に進学した後、多分野において得た知識や

技能を生かし地域産業等に貢献することは、地域活性化のために必要不可欠であるため、高校で

の学習を通して、生徒の進路に対する意識の向上を図ることとしている。令和５年度は、大学等

進学予定者 22名のうち地域創生関係の学部に進学した生徒は３名の 14％という結果となってい

る。それに加えて、大学等進学者の中には、大学卒業後に出身地等で教職などに就くことを考え

ている生徒もおり、地域を担う人材としての素養を育むことができていると感じた。高校３年間

での地域連携活動や探究活動を通して、郷土への愛着が高まった結果ではないかと分析してい

る。高校３年間での活動を大学での学びにつなげ、地域創生関係の大学・学部等への進学者数を

増やすためにも、令和６年度は探究活動の在り方等を再検討していく必要があると考えている。

現在、協働している大学等を含め、地域創生関係の学部を有する大学との連携など新たな取組方

法を検討していきたい。 

三つ目として、「高等学校卒業後及び大学等卒業後の出身地への就職者数の割合 70％」という

目標を設定した。目標設定の考え方としては、高卒人材の就職は地域活性化に必要であり、大学

等卒業後の「ブーメラン人材」は活力ある地域づくりに不可欠であるため、中期的な視点に立ち、

地域を担う人材の育成を目指すこととしている。令和５年度は就職者 10 名のうち、４名が出身

地での就職が内定しており、40％という結果となっている。また、伊方町外出身の生徒２名が伊

方町役場に就職するなど、伊方町に対する愛着の高まりが感じられた。今年度は、２年生を対象

とした地元企業の合同説明会である「jobフェア in三崎高校」を実施し、伊方町を中心に９企業

に、企業や仕事の内容ややりがいについて説明していただくことで、生徒の地域企業理解を深め

た。また、今年度から、地域の方の「仕事」と「その人の生きざま」をインタビューしてまとめ

る「みさこう仕事図鑑」の制作に取り組んだ。仕事図鑑の目標としては、キャリア教育の側面と

探究活動の側面という二つの面での目標がある。キャリア教育の側面としての目標は、「人間関

係形成力や課題解決能力の育成、自己理解の推進」などが挙げられる。探究活動の側面としての

目標は、「自ら問いを立て、その解決に向け情報を収集・整理・分析したり、意見交換や協働を

したりする力を身に付けること」が挙げられる。今年度は、取材先や質問事項の検討、インタビ

ューの練習等を行った。地域の仕事や仕事人に対して深く関わっていくことで、今後生徒の職業

選択の際の一助となることを期待している。また、インターンシップの在り方についても検討し

ており、今年度は約 50企業に受け入れを引き受けていただき、実際に 44企業でインターンシッ

プを行うことができた。令和６年度以降も生徒一人一人の興味・関心に合わせた、主体性を高め

る活動となるよう検討を重ねていきたい。これらの新たな取組を通して、変化の激しい社会に対

応した新たなキャリア教育を推進していく必要があると感じた。 
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３ 次年度以降の課題及び改善点  

令和６年度の社会共創科の設置に向けて、教育課程の編成や、未咲輝ゼミ開講のための準備、

「今を創る、未来を変えるトライブ」などを実施したところ、業務内容が多岐にわたることとな

り、これまでの業務に加えて新たな業務が積み重なるために、担当教職員にとっては大きな負担

となった。また、その多くがこれまでに経験したことのない業務であったため、経験者からのサ

ポートを受けにくいことも負担感を増大させる要因となった。令和５年度は、昨年度に企画・立

案した事業の実施や、教育課程及び学校設定科目等のカリキュラムの具体化などが主な業務とな

ったために、各担当者を中心に学校全体でも仕事量が大きく増加した。令和６年度は、社会共創

科設置一年目となり、カリキュラムや各事業などを実践しながら微調整を行っていく一年となる

ため、これまでに比べ事務的な業務量が減少すると考えられる。また、これまでは校内コアメン

バーが中心となって新学科設置に向けた事業を推進してきたが、来年度からは各教科におけるＳ

ＴＥＡＭ型授業の推進や、探究活動と教科との往還を意識した指導方法の研究など、教職員一人

一人が「当事者」として本事業に関わっていくことになる。そのため、定期的に校内研修を行っ

たり、事前の打ち合わせを密に行ったりすることで、スムーズな業務遂行及び負担の軽減に努め

たい。 

今年度は大正大学の浦崎太郎教授に来校していただき、校内研修を実施することで意識の共有

と普通科改革を行うための意義等について研修した。また、Prima Pinguino代表の藤岡慎二氏か

らＳＴＥＡМ教育に関する研修を二度行っていただいた上で、愛媛県教育委員会高校教育課職員

による学校訪問研修において全教職員がＳＴＥＡＭの観点を取り入れた教科等横断型授業を行

うことで、教職員のスキルアップの機会とした。 

来年度以降も適宜研修会を実施するとともに、コンソーシアムメンバーをはじめとした外部人

材との密な連携や、校務支援システムの積極的な活用などを通して、教職員の資質向上・スキル

アップに努め、本事業をスムーズに推進していきたい。 
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Ⅴ 資料 
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１ 概要説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



60 

 

  



61 

 

  



62 

 

  



63 

 

  



64 

 

  



65 

 

  



66 

 

  



67 

 

  



68 

 

  



69 

 

  



70 

 

  



71 

 

  



72 

 

  


